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In this research, we analyze the education effect that disaster experience learning at disaster experience facility gives 
to children by three times questionnaire surveys. We also analyze the behavior change of parent's disaster 
countermeasures, and clarify the educational effect through children's disaster experience learning at disaster 
experience facility based on the three times questionnaire surveys. 
 





































図 1 小学校に対する総合防災教育の実施機会 
（N=1,255） 





























































































































































































































































































































醸成のためには CAUSE モデルが定義する 5段階を経るこ
とを提唱しており，こうした CAUSEモデルによって最終
的にリスク受容や対処行動の実行に至るとされている．
CAUSE モデルの 5 段階とは，①関係者間の信頼の確立
（Credibility），②リスクへの気付き（Awareness），③
リスクに関する理解（Understanding），④解決策の理解
表 1  自記式調査対象校と回収率
 
直前 直後 事後 直前 直後 事後
第三吾嬬小学校 76 (88.4%) 76 (88.4%) 75 (87.2%) 76 (88.4%) 77 (89.5%) 75 (87.2%)
第三寺島小学校 34 (69.4%) 24 (49.0%) 16 (32.7%) 32 (65.3%) 24 (49.0%) 16 (32.7%)
押上小学校 73 (90.1%) 73 (90.1%) 73 (90.1%) 36 (44.4%) 22 (27.2%) 　　-
杉並区 杉並第三小学校 24 (68.6%) 28 (80.0%) 31 (88.6%) 20 (57.1%) 16 (45.7%) 13 (37.1%)
江戸川区 篠崎第二小学校 62 (91.2%) 62 (91.2%) 62 (91.2%) 　　- 49 (72.1%) 　　-
足立区 辰沼小学校 70 (88.6%) 68 (86.1%) 71 (89.9%) 31 (39.2%) 36 (45.6%) 24 (30.4%)






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 3 保護者に対する自記式調査設問項目一覧 






































































































































表 3 保護者に対する自記式調査設問項目一覧 




















































































































































表 4  各フェーズにおける項目の時点間における変化の状況（多重比較検定結果一覧） 







































































































































得点 4点）し，表 5に示すように直前，直後，事後の 3時
点におけるフェーズごとの平均得点を算出し，時点間の
変化を検定を行った上で図 3 のように可視化した． 




フェーズ 1，フェーズ 2，フェーズ 5 における直後→事後
には低下がみられている．このことは，直前→直後にお
いて，意識面は一時的に上昇傾向を見せるが，時間の経
図 3 各フェーズの時点変化に伴う得点 





















































































































































と考えられる（図 4 参照）． 
 




























図 4 「伝達頻度」×「きっかけ」（N=110） 
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と考えられる（図 4 参照）． 
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